
10水蟷螂　泳いだ後の　波紋かな　嶺北中学校３年生　岡村 凌兵
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　佳作

平成25年度

土佐町教育行政方針
ふ
る
さ
と
を
育
み
、
生
き
方
を
と
お
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
づ
く
り

〜
人
権
を
基
盤
に
し
て
〜

１　

豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
を
育
て
る
教
育
の
推
進

２　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
生
か
し
た
教
育
の
推
進

３　

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　　
１　

 

第
二
次
土
佐
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

が
有
機
的
に
連
携
し
、
国
語
力
向
上
で
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
論
理
的
思
考
力
を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

獲
得
を
め
ざ
し
た
生
涯
教
育
を
進
め
ま
す
。 

２　

 

そ
の
上
で
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
源
と
な
る
「
い
き
る
（
生
き
る
）」

「
つ
な
ぐ
（
繋
ぐ
）」「
ま
な
ぶ
（
学
ぶ
）」
力
を
育
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

教
育
を
ね
ば
り
強
く
進
め
る
こ
と
で
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
態
度
を
育

て
ま
す
。

３　

 

ま
た
、
オ
ア
シ
ス
・
サ
（
あ
い
さ
つ
）
運
動
、
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
運

動
を
広
め
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ヨモー くん
土佐町国語力向上
イメージキャラクター

基
本
方
針

教
育
目
標

重
点
目
標

人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
つ
け
た
い
力

「
い
き
る
（
生
き
る
）」

● 

い
の
ち
を
大
切
に
し
、
自
分
が
好
き
と
言
え
る
私
（
自

尊
感
情
）

●
い
ま
を
大
切
に
生
き
る
私
（
達
成
感
・
成
就
感
）

●
未
来
を
語
れ
る
私
（
夢
・
希
望
・
自
己
実
現
）

「
つ
な
ぐ
（
繋
ぐ
）」

●
人
と
か
か
わ
り
合
っ
て
心
を
つ
な
ぐ
（
共
生
・
協
働
）

●
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
（
食
・
遊
・
寝
）

●
未
来
に
つ
な
ぐ
（
人
・
自
然
・
文
化
）

「
ま
な
ぶ
（
学
ぶ
）」

●
自
ら
ま
な
ぶ
（
学
び
続
け
る
・
生
涯
学
習
）

●
共
に
ま
な
ぶ
（
子
・
親
・
地
域
・
学
校
）

●
確
か
に
ま
な
ぶ
（
知
識
・
技
能
）

生
き
て
は
た
ら
く
学
力

包
容
力　
あ
た
た
か
い
ひ
ろ
い
心

持
続
力　
し
た
た
か
で
ね
ば
り
強
い
力

積
極
性　
前
に
進
も
う
と
す
る
気

元
気
な
ま
ち
づ
く
り 

〝 

み
ん
な
で
や
る
ぞ
ね　
「
早
ね 

早
お
き 

朝
ご
は
ん
」 〞

〝 

み
ん
な
で
あ
い
さ
つ　

オ 

ア 

シ 

ス
・
サ 

〞

　

オ
・
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す　

　

ア
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

　

シ
・
失
礼
し
ま
す　

　

ス
・
す
み
ま
せ
ん　

　

サ
・
さ
よ
う
な
ら



11 変りゆく　風の香りや　秋近し　嶺北中学校３年生　西村 誉志昭
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　佳作

　
「
学
校
は
子
ど
も
た
ち
が
主
人
公
」
を

合
い
言
葉
に
、
高
い
資
質
・
指
導
力
と
使

命
感
を
持
っ
た
教
職
員
が
、
保
育
園
・
小

学
校
・
中
学
校
の
連
続
性
の
あ
る
教
育
活

動
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
個
に
応
じ
た
特

色
の
あ
る
学
校
教
育
が
行
え
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
嶺
北
地
域
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
校
（
県
立
嶺
北
高
等
学
校
、
本
山
町
立

嶺
北
中
学
校
、
土
佐
町
立
土
佐
町
中
学

校
）
と
し
て
、
中
高
６
年
間
を
見
通
し
た

教
育
活
動
が
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

〜
わ
か
る
授
業
・
楽
し
い
学
校
〜

重
点
項
目

１
． 

基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上

〇
向
上
心
・
協
働
性
の
高
い
教
職
員
の
質
の
向

上
〇
質
の
高
い
わ
か
る
授
業
の
提
供

〇
学
ぶ
意
欲
や
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
授
業
の

提
供

２
． 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
づ
く
り

〇
い
じ
め
や
差
別
を
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」
態
度
を
育
て
る
教
育

〇
体
験
活
動
・
奉
仕
活
動
、
読
書
活
動
の
充
実

〇
走
・
跳
・
投
・
泳
な
ど
の
基
礎
体
力
を
育
て

る
教
育

３
．
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

〇
情
報
の
公
開
と
教
育
課
題
の
共
有

〇
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
分
担
、
連
携

〇
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　

誰
も
が
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び
つ
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
人
格
を
磨
き
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
び
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

〜
う
る
お
い
・
生
き
が
い
〜

重
点
項
目

１
．
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

〇
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
学
習
機

会
の
提
供

〇
読
書
活
動
の
推
進

２
．
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
・
支
援

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
活
用
、
体
育
団
体
の
活

動
支
援

３
． 

芸
術
文
化
の
振
興
と
文
化
財
保
護

〇
文
化
活
動
の
奨
励
援
助
、
文
化
協
会
と
の
連

携
〇
文
化
財
保
護
と
愛
護
思
想
の
普
及

　

乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な

時
期
で
あ
り
、
健
や
か
な
心
と
体
の
発
達

を
め
ざ
し
た
子
育
て
支
援
を
進
め
る
と

と
も
に
、
養
護
と
教
育
を
一
体
的
に
発
揮

し
、
家
庭
や
地
域
社
会
、
学
校
と
の
連
携

を
重
視
し
た
保
育
園
運
営
に
努
め
ま
す
。

〜
あ
ん
し
ん
・
や
す
ら
ぎ
・

　

の
び
の
び
〜

重
点
項
目

１
．
生
命
の
保
持
と
情
緒
の
安
定

〈
養
護
目
標
〉

〇
十
分
に
行
き
届
い
た
環
境
の
も
と
、
く
つ
ろ

い
だ
雰
囲
気
の
中
で
、
様
々
な
欲
求
を
適
切

に
満
た
し
、
生
命
の
保
持
及
び
情
緒
の
安
定

を
図
る

２
． 

生
き
る
力
の
基
礎
を
培
う
発
達
援
助

〈
教
育
目
標
〉

〇
健
康
、
安
全
な
ど
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な

生
活
習
慣
や
態
度
を
育
て
、
健
全
な
心
身
の

基
礎
を
培
う

〇
人
に
対
す
る
愛
情
と
信
頼
感
、
人
権
を
大
切

に
す
る
心
、
自
立
と
協
調
の
態
度
、
道
徳
性

の
芽
生
え
を
培
う

〇
自
然
や
身
近
な
事
象
へ
の
興
味
や
関
心
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
豊
か
な
心
情
や
思
考
力
の
芽

生
え
を
培
う

〇
生
活
の
中
で
言
葉
へ
の
興
味
や
関
心
、
喜
ん

で
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
態
度
や
豊
か

な
言
葉
に
対
す
る
感
覚
を
養
う

〇
様
々
な
体
験
を
と
お
し
た
豊
か
な
感
性
と
創

造
性
の
芽
生
え
を
培
う

３
． 

子
育
て
支
援（
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
・

イ
キ
イ
キ
）

〇
親
や
地
域
の
子
育
て
力
の
向
上

〇
発
達
と
遊
び
と
の
関
係
を
重
視
し
た
乳
・
幼

児
期
の
教
育

〇
保
育
園
未
入
園
児
に
対
す
る
子
育
て
支
援

　

少
子
化
、
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
急
激
に

変
化
し
、
児
童
虐
待
、
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
犯
罪
被
害
な

ど
、
子
ど
も
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

事
案
か
ら
子
ど
も
を
守
る
体
制
整
備
に

努
め
ま
す
。

〜
安
全
・
安
心
の
ま
ち
〜

重
点
項
目

１
．
青
少
年
の
健
全
育
成

〇
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
再
生
向
上
へ
の
支
援

〇
学
校
と
の
連
携
の
強
化

〇
相
談
活
動
に
よ
る
育
成
支
援

２
．
非
行
防
止
・
補
導
活
動

〇
夜
間
補
導
等
環
境
浄
化
活
動

〇
広
報
活
動

３
．
安
全
対
策
活
動

〇
登
下
校
時
等
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

〇
学
校
巡
回



12送り火の　炎の向こうに　祖父の影　久礼中学校３年生　堀部 悠愛
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　佳作

防災について

農村災害対策全体基本計画作成
町内（旧）小学校区９地区でワークショップ
　町内、９か所の旧小学校校区で、部落長、自主防災組織代表者等にご協力頂き、
地域防災マップが完成しました。
　マップは、集落ごとに作成しており、避難施設、防火水槽、急傾斜地崩壊危険区
域、地すべり危険区域、土石流危険渓流流域、土石流危険渓流区域等をはじめ、防
災上地域のみなさんが危険と判断している個所等を地域の部落長、自主防災組織代
表者の方々とワークショップを重ね完成し、４月には部落長さんを通してみなさん
に配布する予定です。
　各家庭、地域、自主防災組織での防災活動などにお役立てください。



13 水田に　黄金のじゅうたん　まぶしいな　影野小学校３年生　久保田 聖那
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

南海地震では、揺れや津波のほかにも、土砂災害や火災などの様々な災害が引き起こされます。

■がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）
　地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、弱く
なった斜面が突然崩れ落ちるのが一般的ですが、地
震の揺れによっても地盤の抵抗力が弱まり発生する
ことがあります。地震時には突発的に起こり瞬時に
崩れ落ちることがあります。
■地すべり
　比較的緩やかな斜面において、地中の粘土層など
滑りやすい面が地下水の影響などでゆっくりと動き
出す現象で地震によっても発生することがあります。
一度に広い範囲が動くため、ひとたび発生すると住
宅、道路、鉄道、耕地などに大きな被害を及ぼし、
川をせき止めて洪水等を引き起こすことがあります。

土砂災害から身を守りましょう　

新潟県中越地震で崩れ落ちた民家
（2004年10月24日新潟県山古
志村、提供　共同通信社）

地震後、川の様子がいつもと違う（川の水量が変わる、水が急ににごるなど）ときは、山津波の前ぶれの可
能性があります。まわりの人に知らせて、できるだけ早く避難しましょう。

■山津波
　地震の揺れで斜面が崩壊することによって、川がせき止められ、土
砂ダム（湖）ができます。堰

せき

が耐えられなくなると、せき止められた
水や土砂が一気に下流を襲います。これが大規模土石流（山津波）です。

注意！！

高知県「南海地震に備えて」より

Ａ
Ｅ
Ｄ
「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」
を

設
置
し
て
い
ま
す

　

町
の
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し

て
お
り
、
現
在
は
次
の
５
か
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

土
佐
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

土
佐
町
小
・
中
学
校　

校
舎

　

土
佐
町
小
・
中
学
校　

体
育
館

　

み
つ
ば
保
育
園

　

お
こ
ぜ
ハ
ウ
ス

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、「
突
然
心
臓
が
停
止
し
倒
れ
て
し
ま
っ
た
人
」
の
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
再
び
正
し
い
リ
ズ
ム

に
戻
し
、
蘇
生
す
る
た
め
の
機
器
で
す
。

　

突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
心
停
止
の
原
因
の
一
つ
に
、
心
室

細
動
が
あ
り
、
こ
の
心
室
細
動
に
対
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る

（
除
細
動
）
機
器
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

　

心
室
細
動
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
や
、
ボ
ー
ル
等
が
胸
に
強
く
当
た
っ

て
発
症
す
る
場
合
が
あ
る
非
常
に
危
険
な
不
整
脈
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る

治
療
が
有
効
で
す
。

　

心
室
細
動
発
生
か
ら
除
細
動
ま
で
の
時
間
が
１
分
遅
れ
る
ご
と
に

７
〜
10
％
救
命
の
可
能
性
が
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
た
ら
、
何
も
せ

ず
救
急
車
の
到
着
を
待
っ
て
い
て
は
時
間
が
経
つ
ほ
ど
救
命
の
可
能

性
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
迅
速
な
救
命
処
置
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



14かさなった　私の名前と　川の色　土佐町小学校 5年生　佐藤 碧衣
青木幹勇記念第3回全国子ども俳句大会　入選

平成 25年度セット健診について　

セット健診

各種健診内容 対象者
特定健診 40 歳～ 74 歳（国保被保険者）
胸部検診 40 歳以上
胃がん検診 40 歳以上
前立腺がん検診 50 歳以上
大腸がん検診 40 歳以上
肝炎ウィルス検診 40 ～ 74 歳で過去に受診していない方

日　程　等

日　　時 場　　所
6月 24 日（月） 旧相川小学校
6月 25 日（火） 地蔵寺支所
6月 26 日（水） 旧石原小学校
7月 11 日（木）・16 日（火） 農村環境改善センター
7月 17 日（水）・18 日（木） 保健福祉センター
10 月 13 日（日） 保健福祉センター

～平成 25年度土佐町セット健診の対象者と日程のお知らせ～

40
歳
〜
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

 

〜
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

● 

毎
年
一
回
、
積
極
的

な
健
診
を･･･

　

近
年
、
食
生
活
や
身
体
活
動
等
の
生

活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
、
糖
尿
病
等
の

生
活
習
慣
病
に
な
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

特
定
健
診
・
保
健
指
導
は
、
生
活
習

慣
病
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
内
臓
脂
肪

症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
を
予
防
、
早
期
に
改
善
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

健
診
は
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
知

り
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
よ

い
機
会
で
す
。
体
の
中
で
、
ひ
そ
か
に

進
行
す
る
異
常
を
、
健
診
を
受
診
し
て

早
め
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
や
適
度
な
運
動
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
で
、
生
涯
現
役
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

● 

特
定
健
診
の
対
象
と

　

な
る
方

　

平
成
25
年
度
に
満
40
歳
（
年
度
中
に

40
歳
と
な
る
方
も
含
み
ま
す
。）
〜
74
歳

に
な
ら
れ
る
土
佐
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
。
な
お
、
妊
産
婦
・
長
期
入
院
な
ど
の

場
合
を
除
き
ま
す
。

　

●
特
定
健
診
の
受
け
方

　

特
定
健
診
受
診
対
象
者
の
方
へ
、
個
別

に
郵
送
で
、
約
1
か
月
前
に
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
後
記
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
受
診
方

法
を
選
択
し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①  

土
佐
町
の
セ
ッ
ト
健
診
の
中
で
受

診
す
る

②  

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で
受
診
す
る

・
近
隣
で
は
、
早
明
浦
病
院
・
田
井
医
院
・

　前年度に引き続き、平成25年度もセット健診として特定健診・胸部・胃・前立腺がん・大腸
がん（H25年度追加）検診を同日実施します。また、受診料金についても前年度同様40歳以上
（前立腺は50歳以上）無料となっております。その他の健診につきましても料金を値下げしまし
たので、詳しくは健康カレンダーをご覧いただくか、健康福祉課健康係（82－0442）までお電
話ください。セット健診にする事で時間的都合や個人負担が軽減され、受診しやすくなっていま
す。皆さん、年に一度は健診を受けましょう。
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健診のお知らせ

● 検査項目　受診者全員に実施する検査項目（基本項目）
項　目 内　容

診　察 身体診察・問診、
身体計測（身長・体重・腹囲）

血液
検査

脂質　 中性脂肪、HDL-コレステロール、
LDL-コレステロール

肝機能 γ-GTP、GOT、GPT
血糖　 HｂAlｃ
腎機能 クレアチニン、尿酸

尿検査 尿糖　
尿蛋白

嶺
北
中
央
病
院
で
も
特
定
健
診
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
、
保

険
証
を
持
参
の
う
え
、
健
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
平
成
25
年
度
末
ま
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
前
述
以
外
の
医
療
機
関
で
も
、
指
定
さ

れ
た
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
特
定
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合
に
は
、

事
前
の
予
約
が
必
要
な
場
合
や
特
定
健

診
を
実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
受
診
さ
れ
る
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
ご
ろ
医
療
機
関
で
定
期
的
に
受
診
さ

れ
て
い
る
方
も
、
定
期
検
査
の
な
か
で

一
度
受
診
券
を
持
参
し
て
、
健
診
と
し

て
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

③ 

人
間
ド
ッ
ク
と
一
緒
に
受
診
す
る

・
指
定
さ
れ
た
健
診
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
る
際
に
は
、
そ
の
な
か
で
、
特

定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
ご
予
約
の
際
に
特

定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
を
伝
え
、
受

診
券
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
診
券
が
配
布
さ
れ
る
前
に
、
人
間

ド
ッ
ク
等
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
役

場
住
民
課
国
保
係
（
82

－

１
１
１
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
自
己
負
担
料
金

　

40
歳
〜
74
歳　

無
料

◎
受
診
時
に
必
要
な
も
の

（
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
）

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

・
国
保
保
険
証

　

前
述
の
国
の
示
す
健
診
項
目
以
外
に
も

高
知
県
及
び
土
佐
町
で
は
独
自
で
健
診
項

目
を
設
定
し
、
み
な
さ
ん
の
健
康
作
り
に

役
立
て
て
も
ら
い
た
い
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

○ 

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
危
険
性
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
市
町
村
国
保
の
特
定

健
診
に
は
腎
機
能
の
検
査
を
す
る
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
と
血
清
尿
酸
検
査
が
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

○ 

医
師
の
指
示
等
で
実
施
す
る
心
電

図
の
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
原
因
と
な
り
や
す
い
心
房
細

動
の
早
期
発
見
の
た
め
心
電
図
を
実
施
し

ま
す
。
心
電
図
の
検
査
は
、
医
師
の
診
察

の
結
果
等
で
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人
に
実

施
し
ま
す
。（
セ
ッ
ト
健
診
で
特
定
健
診

を
受
診
し
た
国
保
の
被
保
険
者
の
み
）

○ 

そ
れ
以
外
に
も
セ
ッ
ト
健
診
で
特

定
健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
に
は
、

ス
ト
レ
ス
度
の
チ
ェ
ッ
ク
や
動
脈

硬
化
度
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
行
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
受
診
券
と
一
緒
に
お
送
り
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課　

健
康
係

　

82

－

０
４
４
２

住
民
課　

国
保
係

　

82

－

１
１
１
０　

お問い合わせ先 ●
健
診
結
果
の
確
認
と

　

健
康
づ
く
り

　

国
保
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
特
定
健

診
（
セ
ッ
ト
健
診　

６
月
、７
月
実
施
分
）

の
結
果
は
、
結
果
報
告
会
で
、
お
返
し
す

る
予
定
で
す
。
健
診
結
果
を
参
考
に
健
康

つ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
★  

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
生
活
習
慣

病
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

た
方
に
は
、
特
定
保
健
指
導
の
ご

案
内
を
し
ま
す
。　

　

特
定
保
健
指
導
と
は
特
定
健
診
の
結
果

か
ら
生
活
習
慣
病
発
症
の
可
能
性
が
高
い

と
判
定
さ
れ
た
方
に
、
食
事
や
運
動
な
ど

の
生
活
習
慣
の
改
善
が
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。
特
定
保
健
指
導

の
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
個
別
に
詳
し

い
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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BCG定期予防接種の対象年齢の拡大について
　

結
核
予
防
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
生
後
6

か
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る

者
」
か
ら
「
生
後
1
歳
に
至
る

ま
で
の
間
に
あ
る
者
」
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
４

月
1
日
か
ら
は
1
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
年
齢
の
拡
大
と
合

わ
せ
て
、
標
準
的
な
接
種
期
間

も
「
生
後
5
か
月
に
達
し
た
時

か
ら
生
後
8
か
月
に
達
す
る
ま

で
の
間
」
と
な
り
ま
す
。

＜子宮頸がん予防ワクチン＞
対象年齢 種　類 間　隔 回数 標準的な接種時期 その他

小学校６年生
～高校1年生

２価ワクチン
（サーバリックス）

２回目：１回目の接種から
1か月～2か月半
３回目：１回目の接種から
５ヶ月～12か月

３回

中学１年生の間
２回目：１回目の
接種から１か月
３回目：１回目の
接種から６か月 同じ種類の予防

接種を３回続け
て接種すること

４価ワクチン
（ガーダシル）

２回目：１回目の接種から
少なくとも1か月以上
３回目：２回目の接種から
少なくとも３か月以上

３回

中学１年生の間
２回目：１回目の
接種から２か月
３回目：１回目の
接種から６か月

予防接種について

子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌が定期接種になります

＜BCGワクチン＞

対象年齢 回数 標準的な
接種時期

出生～　　
　１歳まで １回 生後５か月～

　生後８か月

＜ヒブワクチン＞
対象年齢 接種開始年齢 回数 間　隔 標準的な接種時期

生後２か月以上
生後60か月　
（５歳）まで

生後２か月～
生後７か月まで

初回３回
追加１回

初回：27日（医師が認め
る場合は20日）～56日
追加：初回終了後７か月

初回接種開始は、生後２
か月～生後７か月まで

生後７か月～　
生後12か月まで

初回２回
追加１回

生後12か月～
生後60か月まで 　　１回

※初回接種開始年齢により接種回数が違ってきますのでご注意ください。
※乳幼児の細菌性髄膜炎などを防ぐワクチンです。

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
25
年
４
月
1
日
か
ら
子
宮

頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
の
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予

防
接
種
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
対
象
年
齢
内
に
決
め
ら
れ
た

回
数
を
接
種
す
る
場
合
は
無
料
と

な
り
ま
す
。
対
象
者
の
方
へ
は
保

護
者
宛
に
新
し
く
各
予
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
中
学
校

１
年
生
の
対
象
者
に
予
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
が
、
小
学
校
６
年
生

で
本
人
が
希
望
さ
れ
る
方
も
接
種

で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
予

診
票
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
の
で

役
場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
福

祉
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
健
康
福
祉
課

電
話 

82

－

０
４
４
２

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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＜小児用肺炎球菌ワクチン＞
対象年齢 接種開始年齢 回数 間　隔 標準的な接種時期

生後２か月以上
生後 60 か月
（５歳）まで

生後２か月～
生後７か月まで

初回３回
追加１回

初回：27 日以上
追加：初回の３回目から 60
日以上

初回接種開始は、
生後２か月～生後
７か月まで

生後７か月～
生後 12 か月まで

初回２回
追加１回

初回：27 日以上
追加：生後 12 か月以降に初
回の２回目から 60 日以上

追加接種は生後 12
か月～生後 15か月
まで

生後 12 か月～
生後 24 か月まで

２回 60 日以上

生後 24 か月～
生後 60 か月まで

１回

※初回接種開始年齢により接種回数が違ってきますのでご注意ください。

70歳以上の方に高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用
を全額助成します

接種医療機関

医療機関名 電話番号

早明浦病院　 ８２－０４５６

田井医院　　 ８２－０００５

嶺北中央病院 ７６－２４５０

　

土
佐
町
で
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
、
70
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、

『
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
』（
ご

本
人
の
希
望
で
行
う
任
意
接
種
）

の
接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
ま
で
は
75
歳
以
上
の

方
が
対
象
で
し
た
が
、
平
成
25
年

度
よ
り
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

次
の
項
目
に
全
て
該
当
す
る
方
で
す
。

⑴
土
佐
町
の
住
民
で
あ
る
方

⑵
70
歳
以
上
の
方
（
平
成
25
年
度
中
に
70

歳
に
な
る
方
も
含
み
ま
す
。）

⑶
十
分
な
意
思
確
認
が
で
き
、
予
防
接
種

を
希
望
す
る
方

助
成
額

予
防
接
種
費
用
は
無
料
で
す
。

　

医
療
機
関
で
ご
本
人
が
お
支
払
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

助
成
回
数
は
生
涯
1
回
の
み
で
す
。

（
75
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
助
成
を
受
け

た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

助
成
期
間

予
診
票
の
交
付
日
か
ら

1
年
間

接
種
方
法

⑴
助
成
対
象
者
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
に
申
請
し
、
予
診
票
を
受
け

取
り
ま
す
。

⑵
内
容
を
よ
く
読
ん
だ
う
え
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す
る
方
は
町

内
医
療
機
関
又
は
嶺
北
中
央
病
院
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
予
約
日
に
予
診
票
と
保
険
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
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みなさんの
権利を守ります
●地域のつながりを強めて、高齢
者の虐待予防や認知症により自
身の財産など管理できない人へ
の支援を行います。

こんな
時お役に立ち
ま
す

土佐町地域包括支援センターを
知っていますか？

自立して生活
できるように
支援します

●支援が必要であると認定された
人への、介護保険の予防プラン
を作成します。
●支援や介護が必要となる恐れの
高い人へのお手伝いをします。

　地域包括支援センターお問い合わせ先 82-2557土佐町役場健康福祉課

　高齢者のみなさんやその家族、近所に暮らす人の介護で困ったり悩んでいることはあ
りませんか？
　地域包括支援センターは高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続け
られるように支援を行う、総合的な相談窓口です。保健師や介護支援専門員（ケアマ
ネジャー）が相談をお受けしますので、いつでもお気軽にお電話ください。

電話：

・財産管理ができるか不安
・虐待されているか心配
・退院後の生活が心配

さまざまな方面から
みなさんを支えます
●みなさんを支える地域のケアマネー
ジャーとの支援のほか、高齢者のみ
なさんにとってより暮らしやすい地域
にするため、さまざまな機関とのネッ
トワークづくりに力を入れています。

なんでも
ご相談ください
●高齢者のみなさんやその家族、近
隣に暮らす人の介護や暮らしに関
する悩みや問題に対応します。

　いずみの病院で認知症外来をされている楠木司医師
を講師に迎え、昨年 12 月に講演会を実施しました。
日頃外来で接している患者さんやご家族のエピソード
も交えながらお話しいただき、認知症について分かり
やすく学ぶことができました。講義の最後には「認知
症は誰でも発症する可能性がある病気です。年齢も関
係ありません。明日の自分のためにも認知症への理解
をすすめていきたいと思います。」と、先生からのメッ
セージがありました。参加アンケートからは「認知症
は他人事ではないことがわかった」「さらに理解を深
めたい」といった感想がありました。
（本事業は講師派遣にあたり、高知県社協の協力をい
ただいています。）

　毎年春に実施しているアンケート
から選定された転倒や虚弱のおそれ
が高い方を対象に、運動機能向上を
主な目的とした介護予防教室を、昨
年11月から３か月間開催しました。
参加された方からは「前向きな気持
ちになれた」「からだのバランスが
良くなり、階段の上がり降りがしや
すくなった」等、運動や定期的な外
出をすることの効果を実感された声
が聞かれました。

『認知症講演会』を実施しました！ 『てくてく倶楽部』を
実施しました！


